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1

特
集
�1

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
広
報
室
　
金
井
雅
之
）�

●対象事例は脳梗塞で右片麻痺のある70歳・女性�

●チームの一員として発表する実習生�

●対象事例はアルツハイマー病の72歳・男性�

●対象事例は脊髄損傷の30歳・男性�

●国際医療福祉大学三田病院で実習に臨んだ２チーム。�

●関連職種連携実習報告会で、実習を行った施設の指導者から質問を受ける�

　
八
月
二
日
〜
八
日
、
「
関
連
職
種
連
携
実
習
」

が
行
わ
れ
た
。「
関
連
職
種
連
携
教
育
」の
最

終
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
こ
の
実
習
で
は
、
「
関
連

職
種
連
携
ワ
ー
ク
」
と
同
様
に
学
科
混
成
チ
ー

ム
を
編
成
。
こ
の
チ
ー
ム
で
病
院
や
福
祉
施
設

に
出
向
い
て
、
実
際
の
患
者
さ
ん
や
利
用
者
の

方
を
対
象
に
五
日
間
の
実
習
を
行
っ
た
。
今
年

度
は
全
学
科
か
ら
一
六
二
名
の
学
生
が
一
八
の

チ
ー
ム
に
わ
か

れ
、
本
学
の
附

属
病
院
や
関
連

施
設
な
ど
一
三

の
施
設
に
出
向

い
た
。
�

　
実
習
先
で
は
、
ま
ず
他
職
種
の
現
場
を
訪
れ

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他
職
種

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
が
担

当
す
る
患
者
さ
ん
や
利
用
者
の
方
の
情
報
を
収

集
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
い
、
結
果
を
サ
マ
リ
ー
に
ま
と
め
た
後
、
治

療
計
画
や
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
。
�

　
最
終
日
に
は
、
担
当
の

医
師
や
専
門
職
と
と
も
に

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、

チ
ー
ム
で
ま
と
め
た
治
療

計
画
や
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

発
表
し
た
。
こ
こ
で
出
さ

れ
た
意
見
や
質
問
を
吟
味

す
る
こ
と
で
、
計
画
案
は

よ
り
現
実
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
く
。
ま
さ
し
く
本

物
の
「
職
種
間
連
携
」
の

体
験
で
あ
る
。
�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
八
月

三
〇
日
に
は
大
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
「
報
告
会
」
が

実
施
さ
れ
、
情
報
共
有
が

図
ら
れ
た
。
�

関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
報
告
会
�

関
連
職
種
連
携
実
習
�

　
本
学
で
は
、
患
者
さ
ん
や
利
用
者
の
方
を
中

心
に
各
職
種
が
連
携
し
、
質
の
高
い
医
療
や
ケ

ア
を
提
供
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
、

連
携
技
能
の
修
得
を
重
視
し
た
「
関
連
職
種
連

携
教
育
」を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
関
連
職

種
連
携
論
」（
講
義
）、「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」

（
問
題
解
決
型
体
験
学
習
）、「
関
連
職
種
連
携
実

習
」（
臨
地
実
習
）へ
と

段
階
的
に
進
む
本
学
独

自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

あ
る
。
�

　
「
関
連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
」
は
問
題
解
決
型

体
験
学
習
で
、
今
年
度
は
全
学
科
か
ら
合
計
九

四
六
名
の
学
生
が
履
修
登
録
し
た
。
学
科
混
成

の
一
チ
ー
ム
二
グ
ル
ー
プ
（
一
チ
ー
ム
一
二
名

程
度
）
で
七
五
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
各
チ
ー
ム

に
チ
ュ
ー
タ
ー
教
員
が
一
名
つ
き
、
与
え
ら
れ

た
事
例
に
つ
い
て
、
解
決
方
法
と
職
種
間
連
携

の
あ
り
方
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
�

　
六
月
二
八
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
関

連
職
種
連
携
ワ
ー
ク
報
告
会
」
が
行
わ
れ
た
。
�

　
午
前
の
部
は「
事
例
内
報
告
会
」と
し
て
、一

五
の
事
例
、お
よ
び
、「
電
子
カ
ル
テ
・
英
語
チ
ー

ム
」が
一
六
教
室
に
分
か
れ
て
発
表
を
行
っ
た
。
�

　
午
後
の
部
は
、
ま
ず
「
代
表
報
告
会
」
と
し

て
、
各
教
室
か
ら
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
各

事
例
代
表
、
電
子
カ
ル
テ
代
表
の
一
六
グ
ル
ー

プ
が
三
教
室
に
分
か
れ
て
発
表
を
行
っ
た
。
�

　
そ
の
後
、
各
教
室
か
ら
優
秀
賞
が
選
出
さ
れ

た
。
会
場
を
Ｆ
１
０
１
教
室
に
移
し
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
優
秀
賞
グ
ル
ー
プ
と
電

子
カ
ル
テ
グ
ル
ー
プ
の
発
表
、
さ
ら
に
、
今
年

度
か
ら
新
設
さ
れ
た
英
語
チ
ー
ム
に
よ
る
発
表

が
行
わ
れ
た
。
�

NS３年 大山千春、PT３年 田野勝也�
ST３年 内山紗希、RT３年 佐藤詩歩�
SHM３年 鈴木伶奈�
（担当教員：郷間悦子）�NS：看護学科�

PT：理学療法学科�
OT：作業療法学科�
ST：言語聴覚学科�
ORT：視機能療法学科�
RT：放射線・情報科学科�
SHM：医療福祉・�
　　　マネジメント学科�
PS：薬学科�
�

学科名称�

NS３年 三反 亜美、PT３年 関健吾�
OT３年 渡辺遥、SHM３年 大石彩花�
SHM３年 大垣晴香、PS３年 中村鮎美�
（担当教員：下重里江）�

NS３年 園田泰史、PT３年 掃部関裕�
ST３年 坂部友里香、RT３年 野上彰久�
SHM３年 五江渕祐、PS３年 鈴木香菜子�
PS３年 吉田望帆�
（担当教員：瀬戸口ひとみ）�

実際の患者さんを対象に、病院の現場
で働くスタッフとのカンファレンスに参
加し、本物の職種間連携を体験した�
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●放送係�●選手宣誓�

●
撮
影
協
力
は
写
真
部�

トリは学科対抗リレー�

実行委員長は上武貴大さん�
（医療福祉・マネジメント学科2年）�

運動会�

バッ
トdeグルグル

バッ
トdeグルグル

借り物競走�

学科対抗リレー�

5月31日、大田原キャンパスで�
18回目の運動会が開催された。晴天で気温はかなり上昇したものの、風はなく、�
砂埃に悩まされることのない絶好のグラウンドコンディションに恵まれた。�
総合優勝は理学療法学科、応援合戦の優勝は看護学科といずれも連覇が続いたが、�
競技で競り合う学科、応援合戦で趣向を凝らす学科が目立つようになり、年々、その差が縮まっているようである。�
�

総合優勝�に輝いた�理学療法�学科�

応援合
戦�

の優勝
は�

看護学
科� 18
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大田原キャンパス�
2014 May 31th
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特
集
�

運
動
会
／
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

●医療福祉・マネジメント学科�●医療福祉・マネジメント学科�

●薬学科�●薬学科�

●看護学科●看護学科�●看護学科�

●視機能療法学科�●視機能療法学科�

●理学療法学科�●理学療法学科�

●作業療法学科�●作業療法学科�

●言語聴覚学科�●言語聴覚学科�

●放射線・情報科学科�●放射線・情報科学科�

2

特
集
�

運
動
会
／
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

2

応援合戦�

←朝zipみ
てる人�

見つかった！�



キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

【
九
州
地
区
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
�

　
　
臨
床
教
学
共
同
研
究
大
会

】
�

【
グ
ル
ー
プ
関
連
病
院
説
明
会

】
�

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
が
�

　
　
第
九
回
全
国
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
�

　
　
ボ
ー
ル
全
国
大
会
に
出
場
決
定
し
、
�

　
　
部
に
昇
格

】
�

C a m p u s  r e p o r t Specia l  edit ion 2

特
集
�

運
動
会
／
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
�

2
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●
福
岡
 
●
大
川
�

　
福
岡
看
護
学
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
が

六
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
福
岡
県
六

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
初
出
場

で
見
事
準
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
準
優
勝
に
驚

き
な
が
ら
も
、
賞
状

を
も
っ
て
報
告
に
来

た
時
の
表
情
は
喜
び

に
充
ち
溢
れ
て
い
た
。
�

　
以
前
よ
り
、
日
本

精
神
科
看
護
協
会
福

岡
県
大
会
三
年
連
続

出
場
や
交
流
戦
出
場

の
実
績
を
重
ね
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、

悲
願
の
「
部
」
に
昇

格
す
る
こ
と
が
七
月
に
確
定
し
、
連
絡
を
受
け

た
部
員
た
ち
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
作
成
し
て
大
会

出
場
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
た
。
�

　
今
後
は
、
一
一
月
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る

ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
全
国
大
会
、
日

本
精
神
科
看
護
協
会
福
岡
県
大
会
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
予
定
で
あ
る
。
全
国

大
会
優
勝
を
め
ざ
し
、
学
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

合
間
を
縫
っ
て
練
習
し
て
お
り
、
活
躍
が
楽
し

み
で
あ
る
。
�

　
新
学
期
が
始
ま
っ
て
早
々
の
四
月
一
八
日
、

今
年
度
四
年
生
と
な
っ
た
三
期
生
と
、
グ
ル
ー

プ
関
連
施
設
に
就
職
し
た
卒
業
生
と
の
交
流
会

を
兼
ね
た
、
グ
ル
ー
プ
関
連
病
院
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。
�

　
当
日
は
、
福
岡

県
内
の
施
設
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
、

熱
海
か
ら
も
病
院

関
係
者
お
よ
び
福

岡
看
護
学
部
卒
業

生
が
来
校
し
、
全

体
会
で
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
施
設
紹

介
が
行
わ
れ
、
四

年
生
た
ち
が
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。
�

　
全
体
会
の
後
は
、
昼
食
会
兼
交
流
会
が
催
さ

れ
た
。
食
事
を
し
な
が
ら
先
輩
た
ち
と
談
笑
し
、

食
事
が
終
わ
っ
た
後
も
個
別
に
質
問
を
す
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
、
就
職
活

動
を
控
え
た
四
年
生
た
ち
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。
�

　
人
生
初
め
て
の
就
職
活
動
を
す
る
学
生
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
着
な
れ
な
い
リ
ク

ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
不
安
で
い
っ
ぱ

い
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
真
摯
に
社
会
人
へ
の
道

を
歩
ん
で
い
こ
う
と
す
る
学
生
た
ち
に
朗
報
が

も
た
ら
さ
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し
た
い
。
�

　
お
忙
し
い
中
、
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
�

�

（
助
教
　
上
田
智
之
）
�

（
九
州
地
区
広
報
室
　
帆
足
リ
エ
）
�

（学生係　江頭絵美）�

（
入
試
広
報
部
　
藤
田
祐
子
）
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

福
岡
�

第21回�

●濱本邦洋教授�●永井良治准教授�●福井恵子助教�

●初出場・準優勝の快挙を達成し、部への昇格を手にした�

●先輩の生の声を聞く４年生�

● 貞俊学部長�

　
七
月
六
日
、
福
岡
保
健
医
療
学
部
（
大
川
キ

ャ
ン
パ
ス
）
大
講
義
室
で
国
際
医
療
福
祉
大
学
・

高
邦
会
グ
ル
ー
プ
の
「
九
州
地
区
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
臨
床
教
学
共
同
研
究
大
会
」
を
開
催

し
、
グ
ル
ー
プ
の

臨
床
お
よ
び
教
育

施
設
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
職
員

や
教
員
、
約
二
六

〇
名
が
参
加
し
た
。
�

　
こ
の
大
会
は
、

若
手
職
員
の
教
育
・

研
究
の
推
進
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、

今
年
で
四
回
目
を

迎
え
た
。
ま
ず
、

大
会
長
で
あ
る
柳

川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
理
学

療
法
学
科
の
横
尾

正
博
学
科
長
に
よ

る
挨
拶
と
福
岡
保

健
医
療
学
部
の

貞
俊
学
部
長
に
よ

る
研
究
会
代
表
挨

拶
で
幕
を
開
け
た
。

そ
の
後
、
高
木
病
院
の
鶴
貝
亮
太
さ
ん
（
理

学
療
法
士
）
、
や
な
が
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
柳
原
智
子
さ
ん
（
作
業
療
法
士
）
、

本
学
言
語
聴
覚
学
科
の
福
井
恵
子
助
教
が
研
究

発
表
を
行
っ
た
。
�

　
続
く
卒
後
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
小
池
文
彦
副
院
長
が
「
高

次
脳
機
能
障
害
の
理
解
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。

今
後
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
療
従

事
者
は
従
来

の
治
療
法
や

知
識
を
着
実

に
学
び
つ
つ
、

一
方
で
既
存

の
概
念
に
と

ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
再

生
医
学
や
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
な
ど
の
多
職
種
と
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
高
次
脳
の
働
き
を
捉
え
て
ほ
し
い
と

締
め
く
く
っ
た
。
�

　
そ
の
後
、
本
学
理
学
療
法
学
科
の
永
井
良
治

准
教
授
に
よ
る
特
別
講
演
「
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ

ー
ク
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
」
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ

ー
ク
シ
ッ
プ
（
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
）
導
入

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
／
濱
本
邦
洋
・
本
学
作
業
療
法
学

科
教
授
ほ
か
）
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
も

開
催
。
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
若
手
職
員
に
と
っ
て

実
り
多
き
一
日
と
な
っ
た
。
�

�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第35回�

大
川
�

●実行委員�

●学生対抗リレー�●ムカデ競走�

●大玉トラベラー� ●斉藤ひさ子学部長からの講評�

●ラジオ体操�

●ランチタイム�

●障害物競走�

●選手宣誓�

●応援合戦�

●綱引き�

5月17日（土）、今年で3回目となる福岡看護学部、福岡保健医療学部の「合同運動会」が大川キャンパスのグラウンド�
にて開催された。約1,000名の学生が集結し、8チーム　　　　　　対抗の大運動会となった。　�
※今年から、1・2年生のみの参加�

�

合同運動会�3 福岡キャンパス/大川キャンパス�
2014 May 17

th

総合優勝は�理学療法�学科２年�

応援合
戦�

の優勝
は�

看護学
科１年�

Ｂチー
ム�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
小
田
原
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

●
大
学
院
 
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

小
田
原
�

第31回�　
小
田
原
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ン
リ

ー
市
は
友
好
都
市
の
関
係
で
あ
り
、
両
市
は
、

相
互
交
流
事
業
と
し
て
「
と
き
め
き
国
際
学

校
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
ひ
と
つ

が
、
マ
ン
リ
ー
市
の
中
・
高
校
生
が
小
田
原

市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、

小
田
原
市
の
中
・
高
校
生
と
日
本
文
化
体
験

を
通
じ
て
交
流
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
、
小
田

原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
本
学
の
学
生
と
交

流
を
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
本
学
の
学

生
と
し
て
は
、
生
の
英
語
に
触
れ
る
絶
好
の

機
会
で
あ
り
、
普
段
の
英
語
の
学
習
成
果
を

確
認
す
る
貴
重
な
時
間
と
な
る
。
�

　
今
年
度
は
、
七
月
一
一
日
に
マ
ン
リ
ー
市

の
中
・
高
校
生
一
九
名
を
お
迎
え
す
る
こ
と

に
な
り
、
各
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
た
体
験

を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
看
護
学
科
は

妊
婦
体
験
と
高
齢
者
体
験
を
、
理
学
療
法
学

科
は
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
の
体
験
を
、

作
業
療
法
学
科
は
日
本
の
伝
統
的
な
遊
び
（
紙

ひ
こ
う
き
、
紙
ず
も
う
、
福
笑
い
）
を
そ
れ

ぞ
れ
準
備
し
た
。
�

　
最
初
は
、
緊
張
か
ら
か
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
話
せ
な
い
本
学
の
学
生
た
ち
だ
っ
た

が
、
準
備
し
た
体
験
や
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を

通
し
て
、
マ
ン
リ
ー
市
の
中
・
高
校
生
た
ち

と
英
語
で
の
会
話
を
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
�

　
現
在
大
学
院
に
は
、
大
田
原
・
東
京
青
山
・

小
田
原
・
福
岡
の
四
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
わ
せ
て

三
二
人
の
留
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
の

出
身
国
は
、
中
国
、
韓
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
キ
ル
ギ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
九
か
国
に

及
び
、
ま
た
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
も
多
様
で

あ
る
。
医
師
や
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
た

が
、
母
国
の
公
衆
衛
生
や
理
学
療
法
、
作
業

療
法
等
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る

留
学
生
も
い
れ
ば
、
母
国
で
将
来
医
療
施
設

や
福
祉
施
設
の
経
営
に
携
わ
り
た
い
と
考
え

て
、
医
療
経
営
管
理
分
野
や
医
療
福
祉
学
分

野
で
学
ん
で
い
る
留
学
生
も
い
る
。
出
身
国

や
所
属
分
野
は
違
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
熱

い
思
い
や
夢
を
抱
え
て
学
ん
で
い
る
。
�

　
大
学
院
で
は
、
こ
う
し
た
留
学
生
を
応
援

す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
今
年
か
ら
二
週
間
に
一
度
昼
休
み
に
空

き
教
室
を
使
っ
て
「
留
学
生
サ
ロ
ン
」
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
留
学
生
や
日
本

人
学
生
、
教
職
員
が
お
弁
当
を
持
ち
寄
っ
て
、

大
学
院
で
の
研
究
や
日
常
生
活
の
ほ
か
、
留

学
生
の
出
身
国
の
医
療
事
情
や
生
活
習
慣
等

に
つ
い
て
自
由
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
�

　
ま
た
、
八
月
八
日
に
は
新
し
い
試
み
と
し

て
大
田
原
・
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学

生
を
対
象
と
し
て
「
け
や
き
園
留
学
生
対
象

施
設
見
学
会
」
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
本
学

の
関
連
施
設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
新
宿

け
や
き
園
」
を
訪
問
し
て
、
日
本
の
高
齢
者
介

護
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
ぼ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
国
、
キ
ル
ギ
ス
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
計
七
名
の
留
学
生
が
参
加
し
て
、
施

設
見
学
の
ほ
か
、
車

椅
子
や
機
械
浴
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

機
器
を
体
験
し
た
。

参
加
し
た
留
学
生

か
ら
は
、
「
私
の

国
に
も
高
齢
者
介

護
施
設
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
い
う

点
が
ま
っ
た
く
違

い
ま
す
」
と
い
っ

た
感
想
や
「
利
用

者
の
費
用
は
誰
が

払
う
の
で
す
か
？
」
、

「
施
設
職
員
は
ど

の
よ
う
な
教
育
を

受
け
て
い
る
の
で

す
か
？
」
等
、
施
設
の
職
員
に
次
々
と
質
問

を
投
げ
か
け
て
い
た
。
半
日
程
度
の
短
い
時

間
だ
っ
た
が
、
留
学
生
は
皆
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
よ
う
だ
。
�

　
今
後
も
留
学
生
を
応
援
す
る
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

な
か
に
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
部
生
・
大

学
院
生
が
一
緒
に
行
え
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

留
学
生
と
交
流
し
た
い
方
、
他
の
国
の
医
療

福
祉
事
情
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�

�

　
学
校
の
あ
る
矢
板
市
は
、高
原（
た
か
は
ら
）山

を
背
に
し
た
田
園
地
帯
に
あ
る
。お
い
し
い
水
と

空
気
、豊
か
な
自
然
の
中
で
三
年
間「
看
護
」を

学
ん
で
い
る
。一
年
次
に
学
ぶ「
環
境
論
」で
は

「
水
・
空
気
・
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
」に
つ
い
て

学
び
、講
義
の
一
環

で
学
校
周
囲
を
講

師
と
共
に
散
策
し

身
近
な
環
境
に
目

を
向
け
て
い
る
。
�

　
校
歌
の
中
に「
高

原
・
八
汐
の
花
・

内
川
」と
い
う
言
葉

が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
学
校
の
北

側
に
見
え
る「
高
原

山
」に
広
が
る
八
方

ヶ
原
に
行
く
と
、

季
節
折
々
の
花
が
楽
し
め
、
学
校
の
窓
か
ら
見

え
る
山
の
姿
か
ら
も
季
節
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。「
八
汐
の
花
」は
、
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
。

矢
板
市
内
の
長
峰
公
園
で
は
満
開
の
桜
に
続
き
、

色
鮮
や
か
な
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。「
内

川
」は
、
高
原
山
か
ら
学
校
西
側
を
流
れ
荒
川

に
合
流
し
て
い
く
。
豪
雨
に
よ
る
増
水
も
あ
っ

た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
休
憩
時
間
に
学
生
た

ち
と
川
岸
に
座
り
、
い
ろ
い
ろ
な
話
に
盛
り
上

が
っ
た
こ
と
も
心
和
む
良
い
思
い
出
で
あ
る
。
�

　
七
月
一
日
、
小
田
原
保

健
医
療
学
部
の
開
設
当
初

よ
り
、
学
生
か
ら
強
い
要

望
が
あ
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
部
室
棟
が
つ
い
に
使
用

開
始
と
な
っ
た
。
�

　
場
所
は
、
小
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
一
〇
分
ほ
ど
の
小
高
い
丘
の

上
に
あ
る
旧
神
奈
川
県
立
小
田
原
城
内
高
等
学

校
跡
地
で
、
四
月

か
ら
改
修
工
事
に

着
工
。
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
体
育
館
に

先
行
し
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
部
室
棟

の
使
用
が
開
始
と
な
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
端

か
ら
は
箱
根
連
山
の
頂
、
南
西
方
向
を
見
る
と
、

相
模
湾
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
�

　
学
生
団
体
で
は
、
現
在
主
に
軟
式
野
球
部
が

夏
期
休
暇
中
に
利
用
し
て
い
て
、
今
ま
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
な
く
、
十

分
な
練
習
が
で
き
な

っ
た
学
生
団
体
に
と

っ
て
は
、
こ
の
上
な

い
環
境
と
な
っ
た
。
�

　
部
室
棟
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
隣
接
し
て

お
り
、
一
九
室
の
部

室
を
備
え
、
一
階
部
分
に
は
シ
ャ
ワ
ー
室
も
完

備
し
て
い
る
。
運
動
後
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
環
境

も
万
全
だ
。
�

　
今
後
の
予
定

で
は
、
工
事
お
よ

び
埋
蔵
物
調
査

が
順
調
に
進
め

ば
一
〇
月
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
三
面
）、

二
〇
一
五
年
の

四
月
に
体
育
館

が
使
用
可
能
と
な

り
、
二
〇
一
六
年

の
四
月
に
は
新

校
舎
が
完
成
す
る
。
�

　
�

�　
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
八
月
二
日
・

六
日
・
一
七
日
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
た
。
�

　
今
年
も
猛
暑

日
の
中
で
の
開

催
と
な
っ
た
が
、

高
校
生
や
保
護

者
、
学
校
関
係

者
等
多
く
の
参

加
者
で
賑
い
、

大
勢
の
人
が
医

療
福
祉
の
世
界

を
体
感
し
た
。
�

　
今
年
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大
学
紹
介
に
始
ま
り
、

二
〇
一
五
年
度
の
入
試
概
要
説
明
や
有
名
予

備
校
に
よ
る
入
試
対
策
講
座
、
先
輩
か
ら
の

受
験
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
入
学
試
験
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、
在
校
生

が
「
関
連
職
種
連
携
教
育
」
や
「
海
外
保
健

福
祉
事
情
」
で
学
ん
だ
こ
と
、
体
験
談
を
参

加
者
の
前
で
発
表
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
各

学
科
に
お
い
て
は
、
教
員
や
数
多
く
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
体
験
入
学
で
擬
似
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
行
う
な
ど
、
学
生
生
活
の
紹
介

や
受
験
相
談
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
た
。
在
学
生
は
日
頃
の
学
習
成

果
を
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
伝
え
、
参
加
者

も
熱
心
に

説
明
を
聞

き
な
が
ら

興
味
深
そ

う
に
体
験

し
て
い
た
。
�

　
参
加
者

か
ら
は
、

「
海
外
研

修
に
興
味

が
あ
り
『
海

外
保
健
福

祉
事
情
』

の
学
習
発

表
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
、
「
『
先
輩

か
ら
の
受
験
ア
ド
バ
イ
ス
』
に
参
加
し
て
、

受
験
の
不
安
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
変
わ
り
ま
し
た
」
、
「
優
し
そ
う
な
先
生

や
先
輩
た
ち
と
た
く
さ
ん
話
が
で
き
て
、
こ

の
大
学
で
勉
強
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
し
た
」
な
ど
う
れ
し
い
感
想
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
�

（
教
務
部
　
加
藤
美
名
子
）
�

（
大
学
院
医
療
経
営
管
理
分
野
　
�

（
国
際
委
員
）
岡
村
世
里
奈
）
�

（
学
務
課
 
学
生
募
集
広
報
係
 
今
井
清
健
）
�

（
学
務
課
　
下
田
　
岳
史
）
�●学生の説明を聞く北島政樹学長�●キャンパスから高原山を望む�

●領域別実習に臨む3年生� ●学生のマッサージを受ける参加者�

●キャッチボールで肩を温める。�
　奥は代表の理学療法学科2年今井伸一さん�

●部室棟全景�●練習準備を行う軟式野球部員たち�

●施設職員から機械浴の説明を�
　受ける留学生たち�●さまざまな車椅子を体験�

●ネットの先には、相模湾が見える�

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
�【

学
校
か
ら
見
え
る
風
景

】
�

【
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

】
�

【
旧
小
田
原
城
内
高
等
学
校
跡
地
の
�

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
部
室
棟
の
�

　
　
使
用
を
開
始

】
�

【
と
き
め
き
国
際
学
校

】
�

【
看
護
学
実
習

】
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第5回�

大
学
院
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第13回�

塩
谷
看
護
�

専
門
学
校
�
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看
護
学
実
習
は
、
学
習
の
大
半
を
占
め
る
。

一
年
次
末
の
基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ
に
始
ま
り
、

三
年
次
の
領
域
別
実
習
六
領
域
お
よ
び
統
合

実
習
ま
で
、
多
く
の
患
者
さ
ん
、
実
習
施
設

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

か
ら
三
年
生
の
領
域
別
実
習
が
始
ま
っ
た
。

で
き
る
だ
け
学
生
が
自
律
し
て
実
習
参
加
が

で
き
る
よ
う
に
指
導
者
・
教
員
共
に
指
導
し

て
い
く
が
、
臨
地
実
習
に
お
け
る
患
者
さ
ん

か
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
学
び
は
、
学
生
の

看
護
に
対
す
る
考
え
を
深
め
、
看
護
師
と
し

て
の
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
や

は
り
実
習
で
の
迷
い
、
悩
み
・
不
安
そ
し
て

喜
び
が
、
看

護
者
と
し
て

の
喜
び
に
つ

な
が
っ
て
い

く
と
改
め
て

考
え
さ
せ
ら

れ
る
。
現
在

実
習
中
の
学

生
た
ち
も
、

多
く
の
方
々

に
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
を

実
感
し
、
卒

業
・
国
試
に

向
け
て
全
力

を
注
い
で
い

く
と
信
じ
て

い
る
。
�



　
七
月
二
八
日
、
矢

義
雄
総
長
が
春
の
叙
勲

に
て
瑞
宝
大
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
記
念
祝
賀
会

を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
し
た
。
�

　
こ
の
叙
勲
は
、
公
的
な
要
職
を
数
多
く
歴
任

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
多
年
に
わ
た
り
保

健
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
、
内
科
学

お
よ
び
循
環
器
学
の
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
業

績
を
あ
げ
、
医
学
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
労

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。
�

　
祝
賀
会
は
、
本
学
の

高
木
邦
格
理
事
長
を
は

じ
め
、東
京
大
学
の
宮
園

浩
平
医
学
部
長
、東
京
大

学
病
院
の
門
脇
孝
病
院
長
、

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
春
日
雅
人
理
事
長
、

国
立
病
院
機
構
の
桐
野

高
明
理
事
長
、東
京
医
療

保
健
大
学
の
田
村
哲
夫
理
事
長
の
六
名
が
発
起

人
と
な
り
、
各
大
学
・
施
設
関
係
者
、
親
交
の

深
い
方
々
な
ど
三
七
○
名
以
上
が
出
席
さ
れ
た
。
�

　
結
び
に
は
矢

総
長
よ
り
、
「
こ
の
た
び
の

栄
誉
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
多
年
に
わ
た
る

ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
今
後
も
職
務
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
�

　
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
の
国
際
医
療
協
力
に
係
る

今
後
の
展
開
―
」
開
催
に
先
立
ち
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
い
た
だ
い
た
ヤ
ン
ゴ
ン
の
国
立
三

大
学
の
各
学
長
を
は
じ
め
と
し
て
合
計
一
四
名

の
教
員
の
皆
様
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
日
を

挟
む
一
六
日
間
に
渡
っ
て
日
本
へ
招
聘
し
た
。
�

　
滞
在
期
間
中
に
は
、
日
本
の
医
療
制
度
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
や
病
院
経

営
、
障
害
者
施
策
等
に
関
す
る
講
義
を
本
学
の

教
授
陣
が

行
っ
た
ほ

か
、
本
学

の
附
属
病

院
や
グ
ル

ー
プ
関
連

福
祉
施
設

等
の
視
察

を
行
っ
た
。
�

　
ま
た
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
キ

ャ
ン
パ
ス
視
察
に
加
え
て
、
本
学
学
生
を
対
象

と
し
て
三
大
学
学
長
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お

け
る
医
療
事
情
等
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
。
�

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
は
今
年
度
初
め
て
、
海
外
研

修
「
海
外
保
健
福
祉
事
情
」
に
よ
り
本
学
学
生

を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
教

員
や
学
生
の
更
な
る
相
互
交
流
が
期
待
さ
れ
る
。
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
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◆
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）
�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
　
榎
真
実
）�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
　
中
田
英
臣
）�

●主催者として挨拶する高木理事長�●ヤンゴン医療技術大学学長の講義に聞き入る学生たち�

●晴れ渡る佳き日に、瑞宝大綬章を身につけて�

●瑞宝大綬章と勲記�

●挨拶する北島学長�●キン・マウン・テイン 駐日ミャンマー大使�

●ヤンゴン看護大学のミャッ・タンダー学長� ●コーディネーターの渋谷教授とパネリスト�

●左から、ヌエ・ヌエ・ウ保健計画局長、テイン・テイン・テイ副大臣、新原浩朗審議官�

ミ
ャ
ン
マ
ー
�

国
際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�

開
催
の
ご
報
告
�

●お祝いに駆け付けた370名以上を前に謝辞を述べる矢 総長�

　
本
学
大
学
院
お

よ
び
附
属
の
研
究

機
関
で
あ
る
国
際

医
療
福
祉
総
合
研

究
所
が
主
催
し
、

厚
生
労
働
省
、
文

部
科
学
省
、
外
務
省
、

朝
日
新
聞
社
の
後
援
を
得
た
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

際
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本

の
国
際
医
療
協
力
に
係
る
今
後
の
展
開
―
」
を

七
月
六
日
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
（
東
京
都

港
区
）
で
開
催
し
、

約
三
七
○
名
が
来

場
し
た
。
�

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
、
駐
日
ミ

ャ
ン
マ
ー
大
使
館

の
キ
ン
・
マ
ウ
ン
・

テ
イ
ン
特
命
全
権

大
使
に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
か
ら
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
の
テ
イ
ン
・

テ
イ
ン
・
テ
イ
副
大
臣
、
同
保
健
計
画
局
の
ヌ

エ
・
ヌ
エ
・
ウ

局
長
、
本
学
と

学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
て
い

る
国
立
ヤ
ン
ゴ

ン
第
一
医
科
大

学
の
テ
ッ
・
カ

イ
ン
・
ウ
イ
ン

学
長
、
国
立
ヤ

ン
ゴ
ン
看
護
大

学
の
ミ
ャ
ッ
・

タ
ン
ダ
ー
学
長
、
�

国
立
ヤ
ン
ゴ
ン

医
療
技
術
大
学
の
ナ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
学
長
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。
�

　
ま
た
日
本
側
か
ら
は
、
厚
生
労
働
省
の
佐
藤

敏
信
健
康
局
長
、
東
京
大
学
医
学
系
研
究
科
国

際
保
健
政
策
学
の
渋
谷
健
司
教
授
（
Ｊ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

理
事
長
）
、
厚
生
労
働
省
の
新
原
浩
朗
大
臣
官

房
審
議
官
（
内
閣
官
房
健
康
・
医
療
戦
略
室
次

長
）
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
人
間
開

発
部
の
戸
田
隆
夫
部
長
、
一
般
社
団
法
人
日
本

医
療
機
器
産
業
連
合
会
の
中
尾
浩
治
会
長
（
テ

ル
モ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
）
、
日
本
製

薬
工
業
協
会
の
内
藤
晴
夫
副
会
長
（
前
日
本
製

薬
団
体
連
合
会
会
長
、
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
代

表
執
行
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
本
学
か
ら
北
島
政
樹
学

長
、
矢

義
雄
総
長
、
国
際
医
療
福
祉
総
合
研

究
所
の
中
村
秀
一
所
長
ら
が
出
席
し
た
。
�

　
当
日
は
、
北
島
学
長
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
、

佐
藤
健
康
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た

の
ち
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
保
健
事
情
や
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
副
大
臣
と
保
健
計
画

局
長
よ
り
講
演
、
本
学
へ
の
留
学
生
に
よ
る
両

国
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
っ
た
。
�

　
引
き
続
き
、
日
本
の
学
術
・
行
政
・
国
際
協

力
・
医
療
産
業
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が

あ
り
、
そ
の
後
、
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・

カ
バ
レ
ッ
ジ
達
成

に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と

「
日
本
の
医
療
協

力
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
の
二
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
た
。

最
後
に
、
中
村
所
長
よ
り
総
括
が
あ
り
、
盛
況

の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。
�

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
発
表
者
の
質
の
高
さ
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
た
」
、
「
国

際
医
療
福
祉
大
学
の
国
際
貢
献
の
ひ
と
つ
を
知

っ
た
。
引
き
続
き
人
的
支
援
で
の
貢
献
を
期
待

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
�

　
六
月
一
八
日
か
ら
二
一
日
ま
で
横
浜
パ
シ
フ

ィ
コ
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
に
て
、
第
一
六
回

世
界
作
業
療
法
士
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｏ
Ｔ
）
大
会
・

第
四
八
回
日
本
作
業
療
法
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。

Ｗ
Ｆ
Ｏ
Ｔ
と
は
、
世
界
各
国
の
作
業
療
法
士
協

会
を
代
表
し
、
作
業
療
法
の
振
興
を
担
う
公
的

国
際
機
関
。
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、
今
回
ア

ジ
ア
初
の
開
催
と
な
っ
た
同
大
会
は
、
本
学
の

杉
原
素
子
副
大
学

院
長
が
日
本
作
業

療
法
士
協
会
会
長

時
代
に
誘
致
に
成

功
し
た
も
の
だ
。
�

　
大
会
に
先
立
ち

六
月
一
六
日
、
横

浜
市
内
の
ホ
テ
ル

に
て
、
全
国
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
校
協
会
（
理
事
長

本
学
の
高
木
邦
格
理
事

長
）
主
催
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｗ

Ｆ
Ｏ
Ｔ
の
Ｅ
．
シ
ャ
ロ
ン
・
ブ
リ
ン
ト
ネ
ル
会

長
、
日
本
作
業
療
法
士
協
会
の
中
村
春
基
会
長

を
は
じ
め
三
四
か
国
の
代
表
四
九
名
に
加
え
、

本
学
か
ら
北
島
政
樹
学
長
、
桃
井
眞
里
子
副
学

長
ら
が
参
加
。
高
木
理
事
長
、
中
村
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
ブ
リ
ン
ト
ネ
ル
会
長
の
乾
杯
で
開

会
。
各
国
代
表
者
ら
が
和
や
か
に
親
睦
を
深
め

た
懇
親
会
は
、
杉
原
副
大
学
院
長
ら
の
三
本
締

め
で
お
開
き
と
な
っ
た
。
�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
）
�

世
界
作
業
療
法
士
連
盟
大
会
・
�

日
本
作
業
療
法
士
学
会
が
�

開
催
さ
れ
ま
し
た
�

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
立
三
大
学
�

学
長
が
三
田
病
院
お
よ
び
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
�

矢

義
雄
総
長
の
�

瑞
宝
大
綬
章
受
章
を
お
祝
い
す
る
�

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　
四
月
二
九
日
、
平
成
二
六
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
本
学
の
矢

義
雄
総
長
が
瑞

宝
大
綬
章
の
受
章
者
に
、
ま
た
本
学
評
議
員
会

議
長
の
須
藤
正
彦
特
任
教
授
が
旭
日
大
綬
章
の

受
章
者
に
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
大
綬
章
等
勲
位

親
授
式
が
五
月
九
日
に
皇
居
で
執
り
行
わ
れ
た
。
�

　
瑞
宝
大
綬
章
は
「
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
が
あ
り
、
公
務
等
に
長
年
に
わ
た
り
従
事

し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
」
に
、
旭
日
大
綬
章
は

「
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
が
あ
り
、
功

績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た

方
」
に
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
勲
章
。
�

　
前
国
立
病
院
機
構
理
事
長
の
矢

総
長
は
、

東
京
大
学
医
学
部
教
授
、
同
医
学
部
長
、
日
本

内
科
学
会
理
事
長
、
日
本
循
環
器
学
会
理
事
長
、

日
本
医
学
会
副
会
長
、
第
二
八
回
日
本
医
学
会

総
会
会
頭
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
、
独
立
行
政

法
人
国
立
病
院
機
構
名
誉
理
事
長
も
務
め
ら
れ

て
い
る
。
�

　
平
成
二
四
年
一
二
月
ま
で
最
高
裁
判
所
判
事

を
務
め
ら
れ
た
須
藤
特
任
教
授
は
、
弁
護
士
業

務
を
行
う
一
方
で
、
本
学
創
立
と
同
時
に
特
任

教
授
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
東
京
弁
護
士
会
副

会
長
、
最
高
裁
判
所
司
法
研
修
所
民
事
弁
護
教

官
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
綱
紀
委
員
会
委
員
長
、

足
利
銀
行
社
外
取
締
役
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
�

矢

総
長
と
須
藤
特
任
教
授
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ご
紹
介
す
る
。
�

�　
矢

総
長
「
今
回
の
叙
勲
は
、
医
学
の
発
展

に
加
え
て
、
国
立
病
院
の
提
供
す
る
医
療
の
質

の
向
上
と
、
経
営
基
盤
を
安
定
化
し
て
我
が
国

の
医
療
を
支
え
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
」
�

�　
須
藤
特
任
教
授
「
今
後
、
我
が
国
は
医
療
や

福
祉
を
も
含
め
て
一
層
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
ゆ

く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
司

法
は
、
な
お
し
っ
か
り
と
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
思
い
を
新
た

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
�

：
�
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東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
　
加
瀬
文
彦
）
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大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�学生
相
談
室
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�視機
能
療
法
学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー
�

トピックス�

　
六
月
一
七
日
、
山
王
病
院
の
山
王
ホ
ー
ル
に

て
、
平
成
二
六
年
度
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
授
与
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
に
は
、
駐
日
タ
イ
王
国

大
使
館
の
シ
ン
ト
ン
・
ラ
ー
ピ
セ
ー
ト
パ
ン
公

使
、
駐
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
大
使
館
の

キ
ン
・
マ
ー
・
テ
ィ
二
等
書
記
官
、
ア
ジ
ア
婦

人
友
好
会
の
高
村
治
子
会
長
、
沼
田
恭
子
副
理

事
長
ら
に
ご
臨
席
賜
っ
た
。
�

　
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
制
度
は
、
医
療
福
祉
分
野

の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
在

学
中
の
学
費
、
教
材
費
、
交
通
費
、
住
居
費
、

生
活
費
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
。
こ
れ
ま

で
延
べ
二
○
名
に
授
与
さ
れ
た
。
�

　
奨
学
生
か
ら
「
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち

帰
り
、
母
国
の
医
療
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」
と
抱
負
が
語
ら
れ
、
天
野
隆
弘
上
席
副
大

学
院
長
よ
り
奨
学
金
証
明
書
を
授
与
さ
れ
た
。
�

　
高
村
会
長
の
ほ
か
、
タ
イ
大
使
館
公
使
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
大
使
館
書
記
官
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、

人
材
育
成
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。
�

●前列は、憧れの医療福祉専門職をめざす奨学生たち�

●授与式の参加者一同で記念撮影�

●発表者の学生と教員が北島学長（中央）と�
　福田知事（その右）を囲んで�

●脳科学の最新の知見を紹介する梅田先生�

●拡大読書器の説明�

●植樹のあとは、わらを敷き詰め、縄で押さえて完了�

●学生によるガイドヘルプ�

　
五
月
三
一
日
、
宮
城
県
岩
沼
市
で
開
催
さ
れ

た
国
内
最
大
級
の
植
樹
祭
で
あ
る
「
第
二
回
千

年
希
望
の
丘
植
樹
祭
二
〇
一
四
」
に
、
本
学
か

ら
学
生
三
六
人
、
教
職
員
五
人
の
計
四
一
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。
�

　
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩

沼
市
の
沿
岸
で
は
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
い
つ
ま
た

来
る
か
わ
か
ら

な
い
震
災
に
備

え
る
た
め
に
、

津
波
の
力
を
減

衰
さ
せ
る
「
千

年
希
望
の
丘
」

の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
二
回
目
の
今

回
は
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
約
七
千
人
が
、
復
興
交
付
金
事
業

で
築
造
し
た
丘
を
結
ぶ
園
路
一
四
〇
〇
ｍ
に
、

広
葉
樹
を
約
七
万
本
植
樹
し
た
。
�

　
開
会
の
挨
拶
で
、
「
今
も
仮
設
住
宅
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と
い
う
井
口
経
明
岩
沼
市
長
（
当

時
）
の
こ
と
ば
を
聞
き
、
支
援
継
続
の
必
要
性

を
再
確
認
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
、
今
な
お

残
る
震
災
の
爪
痕
を
目
の
当
た
り
に
し
、
今
回

の
活
動
が
少
し
で
も
復
興
の
役
に
立
て
ば
嬉
し

い
と
話
し
て
い
た
。
�

　
六
月
二
六
日
、
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
が
地

域
住
民
と
意
見
を
交
換
す
る
「
知
事
と
語
ろ
う
！
 

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
大
学
生
版
が
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
�

　
冒
頭
、
日
頃
の
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、「
黒

羽
盛
り
上
げ
隊
」
が
黒
羽
地
区
に
お
け
る
老
人

の
生
活
支
援
に
つ
い
て
発
表
し
、
続
い
て
、
医

療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
ゼ
ミ
「
那
須

烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
が
那
須
烏
山
市

の
活
性
化
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
�

　
続
い
て
、
事
前
に
行
っ
た
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
を
福
田
知
事
が
紹
介
す
る
と
、「
医
療

福
祉
分
野
」
と「
と
ち
ぎ
ブ
ラ
ン
ド
創
出
」へ

の
関
心
が

高
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
�

　
ま
た
、

知
事
へ
の

質
問
で
は
、

「
離
職
し

た
看
護
師

の
復
職
の

た
め
の
施

策
」
、
「
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の
た
め
の
施

策
」
、
「
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
を
め
ざ

す
学
生
へ
の
奨
学
金
の
継
続
希
望
」
な
ど
、
医

療
福
祉
現
場
で
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
県

政
の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
。
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�
▼
�
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�

　
六
月
一
○
日
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
本
社
で
、
同
社
の
鈴
木
久
仁

社
長
、
真
鍋
洋
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
、
田

村
悟
経
営
企
画
部
長
、
森
下
誠
広
報
室
長
、
本

学
の
北
島
政
樹
学
長
、
矢

義
雄
総
長
、
佐
藤

禎
一
学
事
顧
問
、
福
島
道
子
学
生
部
長
、
細
小

路
岳
史
事
務
部
長
ら
が
列
席
し
、
平
成
二
六
年

度
の
奨
学
生
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
今
年
度
は
七
名
が

選
ば
れ
、
鈴
木
社
長

よ
り
、「
ぜ
ひ
、
専
門

性
の
高
い
知
識
・
技

術
を
習
得
し
、
本
当

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

た
。
�

　
こ
れ
に
対
し
、
北

島
学
長
は
、
一
八
年

間
で
延
べ
一
五
○
名

の
学
生
に
奨
学
金
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に

謝
辞
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
学
生
に
対
し

て
「
一
層
勉
学
に
励

ん
で
、
医
療
福
祉
専

門
職
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
た
。
�

　
七
月
二
九
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
相

談
室
主
催
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
�

　
第
三
弾
と
な
る
今
年
は
、
認
知
心
理
学
研
究

の
第
一
線
を
行
く
梅
田
聡
先
生
（
慶
應
義
塾
大

学
）
を
お
迎
え
し
、
対
人
援
助
場
面
で
も
不
可

欠
な
「
共
感
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
そ
の
機
能

不
全
と
も
言
え
る
「
発
達
障
害
」
「
サ
イ
コ
パ

ス
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
�

　
当
日
は
前
期
試
験
最
終
日
の
夜
に
も
関
わ
ら

ず
、
三
〇
〇
名
を
超
す
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

「
自
閉
症
に
男
女
差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
？
」

「
振
り
込
め
詐
欺
犯
に
も
共
感
能
力
は
あ
る
か
？
」

と
い
っ
た
興
味
深
い
話
題
と
そ
れ
を
解
明
す
る

最
新
の
脳
科
学
に
よ
る
知
見
の
連
続
に
、
真
剣

に
メ
モ
を
取
る
学
生
や
質
問
を
す
る
学
生
が
多

く
見
ら
れ
た
。
講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

九
割
を
超
す
学
生
か
ら
今
後
の
学
び
や
人
と
の

関
わ
り
の
参
考
に
な
っ
た
と
の
回
答
を
得
ら
れ
、

好
評
を
博
す
講
演
会
と
な
っ
た
。
�

　
平
成
二
六
年
度
年
間
成
績
優
秀
賞
の
表
彰
式

が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。
副
賞
と
し
て
、
授
業
料
が

最
大
五
〇
％
減
免
さ
れ
る
。
�

（
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務
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塚
尚
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（
視
機
能
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法
学
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准
教
授
　
小
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祐
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）�
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Ｉ
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ボ
ラ
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テ
ィ
ア
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ン
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中
里
愛
）�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
広
報
室
　
金
井
雅
之
）�

（
学
生
課
　
松
本
典
子
）
�

（
東
京
事
務
所
　
総
務
企
画
部
）�

奨
学
生
認
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�

あ
い
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�

国
際
医
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大
学
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年
間
成
績
優
秀
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彰
式
�

「
共
感
を
生
み
出
す
�

　
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
開
催
�

「
第
二
回
千
年
希
望
の
丘
植
樹
祭
�

　
二
〇
一
四
」
に
参
加
�

「
知
事
と
語
ろ
う
！
 
�

　
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
�

「
と
ち
ぎ
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
�

 
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
�

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
授
与
式
の
�

ご
報
告
�

■
保
健
医
療
学
部
（
六
月
一
一
日
実
施
）
�

看
護
学
科
　
四
年
 
津
久
井
沙
耶
香
、
�

三
年
 
佐
々
木
成
美
、
二
年
 
角
田
千
秋
�

理
学
療
法
学
科
　
四
年
 
伊
藤
南
、
�

三
年
 
高
岡
正
宗
、
二
年
 
原
島
由
理
子
�

作
業
療
法
学
科
　
四
年
 
米
田
歩
、
�

三
年
 
遠
藤
蒼
、
二
年
 
鈴
木
史
織
�

言
語
聴
覚
学
科
　
四
年
 
粟
野
栞
、
�

三
年
 
高
野
明
香
、
二
年
 
宇
井
里
実
�

視
機
能
療
法
学
科
　
四
年
 
野
上
豪
志
、
�

三
年
 
村
松
里
美
、
二
年
 
高
津
戸
佑
騎
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
四
年
 
嘉
納
匠
、
�

三
年
 
丸
山
知
郁
、
二
年
 
藤
井
ひ
か
り
�

■
医
療
福
祉
学
部
（
六
月
一
一
日
実
施
）
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
四
年
　
菅
野
歩
美
、
�

三
年
 
岩
佐
優
香
、
二
年
 
松
本
佳
菜
�

■
薬
学
部
（
六
月
一
一
日
実
施
）
�

薬
学
科
　
六
年
 
手
塚
千
裕
、
�

五
年
 
沼
尾
雪
絵
、
四
年
 
志
賀
由
佳
、
�

三
年
 
佐
久
間
洋
志
、
二
年
 
大
田
美
香
�

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部
（
七
月
三
〇
日
実
施
）
�

看
護
学
科
　
四
年
 
佐
々
木
智
子
、
�

三
年
 
加

千
恵
、
二
年
 
神
田
具
子
�

理
学
療
法
学
科
　
四
年
 
熊
谷
公
美
、
�

三
年
 
大
松
峻
也
、
二
年
 
浅
賀
和
人
�

作
業
療
法
学
科
　
四
年
 
永
田
帆
乃
香
、
�

三
年
 
長
嶋
早
紀
、
二
年
 
土
肥
咲
喜
子
�

■
福
岡
看
護
学
部
（
六
月
七
日
実
施
）
�

看
護
学
科
　
四
年
 
山
添
真
央
、
�

三
年
 
平
野
真
結
、
二
年
 
太
島
美
咲
�

■
福
岡
保
健
医
療
学
部
（
六
月
二
一
日
実
施
）
�

理
学
療
法
学
科
　
四
年
 
武
田
津
香
紗
、
�

三
年
 
速
水
慶
太
、
二
年
 
湯
地
真
子
�

作
業
療
法
学
科
　
四
年
 
石
井
亜
美
、
�

三
年
 
小
柳
ち
ひ
ろ
、
二
年
 
片
桐
舞
子
�

言
語
聴
覚
学
科
　
四
年
 
二
宮
菜
帆
、
�

三
年
 
井
上
美
里
、
二
年
 
吉

杏
奈
�

医
学
検
査
学
科
　
二
年
 
川
村
和
光
�

今
年
度
の
奨
学
生
�

●
コ
ム
サ
ッ
ク
・
シ
ュ
ム
プ
ラ
ン
グ
さ
ん（
タ
イ
・
男
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
博
士
課
程
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
 
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
�

●
ピ
ョ
ー
・
パ・
パ・
ミ
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
 
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
　
理
学
療
法
学
分
野
�

●
ヤ
ミ
ン
・
エ
イ
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
 
�

　
保
健
医
療
学
専
攻
 
作
業
療
法
学
分
野
�

●
ミ
ン
・
タ
シ
ン
・
ア
ウ
ン
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
博
士
課
程
�

 
保
健
医
療
学
専
攻
 
医
療
福
祉
国
際
協
力
学
分
野
�

●
ワ
イ
ン
・
パ・
サ
ン
ダ
ー
さ
ん（
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
女
性
）�

　
医
療
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
�

　
医
療
福
祉
経
営
専
攻
 
医
療
福
祉
国
際
協
力
学
分
野
�

�講演会�

　
七
月
一
三
日
、
宇
都
宮
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
「
第
二
回
と
ち
ぎ
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
視
機
能

療
法
学
科
も
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
の
担
い
手
と

し
て
学
生
有
志
と
と
も
に
参
加
し
た
。
�

　
と
ち
ぎ
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
回

復
困
難
な
視
覚
障
害
の
方
々
に
対
し
、
生
活
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
眼
科
医
、
視
能
訓

練
士
、
盲
学
校
、
盲
導
犬
協
会
な
ど
、
視
覚
障

害
に
関
わ
る
方
々
が
連
携
し
て
立
ち
上
げ
た
組

織
で
あ
る
。
県
障
害
福
祉
課
の
佐
藤
直
久
氏
に

よ
る
福
祉
制
度
に
つ

い
て
の
ご
講
演
の
後
、

新
井
田
孝
裕
学
科
長

を
は
じ
め
と
し
た
眼

科
医
師
に
よ
る
医
療

相
談
や
盲
学
校
教
員

に
よ
る
療
育
相
談
、

拡
大
読
書
器
や
遮
光

眼
鏡
、
生
活
便
利
グ

ッ
ズ
、
盲
導
犬
の
紹

介
な
ど
、
参
加
者
は

各
ブ
ー
ス
で
納
得
の

い
く
ま
で
熱
心
に
話

を
聞
か
れ
て
い
た
。

今
後
も
視
覚
に
携
わ
る
職
種
を
養
成
す
る
立
場

と
し
て
、
視
覚
に
障
害
を
持
つ
方
々
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
他
職
種
と
連
携
し
て
活
動
を
継

続
し
て
い
く
。
�

�
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第6回�

日
本
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
�

ポ
ー
ラ
ン
ド
外
科
学
会
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�薬学
科
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�ＯＰ
Ｓ
Ｔ
部
�

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

�
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

トピックス�

　
本
学
で
は
五
月
一
二
日
に
、
千
葉
県
成
田

市
に
「
成
田
事
務
所
」
を
開
設
し
た
。
二
○

一
六
年
（
平
成
二
八
年
）
四
月
に
開
学
を
予

定
し
て
い
る
二
学
部
五
学
科
（
成
田
看
護
学

部
（
仮
称
）
看
護
学
科
、
成
田
保
健
医
療
学

部
（
仮
称
）
医
学
検
査
学
科
・
理
学
療
法
学
科
・

作
業
療
法
学
科
・
言
語
聴
覚
学
科
）
の
設
置

準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
拠
点
を
設
け
た
も

の
だ
。
�

　
成
田
事
務
所
は
、
京
成
成
田
駅
か
ら
徒
歩

三
分
程
度
と
、
非
常
に
利
便
性
の
高
い
場
所

を
確
保
。
校
舎
の
具
体
的
な
設
計
な
ど
の
ハ

ー
ド
面
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
を

は
じ
め
と
し

て
、
新
学
部

の
各
種
設
置

手
続
き
が
円

滑
に
進
む
よ

う
業
務
を
遂

行
す
る
。
�

　
ま
た
七
月

一
七
日
に
は
新
築
工
事
の
起
工
式
を
、
新
設

予
定
地
で
あ
る
公
津
の
杜
駅
前
に
て
行
っ
た
。

成
田
市
の
小
泉
一
成
市
長
、
上
田
信
博
市
議

会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
、
本

学
の
北
島
政
樹
学
長
、
矢

義
雄
総
長
、
谷

修
一
名
誉
学
長
ら
関
係
者
が
見
守
る
中
、
地
元
・

住
吉
神
社
の
宮
司
に
よ
る
神
事
が
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。
�

　
新
築
す
る
校
舎
は
、校
舎
棟（
地
上
九
階
建
）

と
体
育
館
棟（
地
上
五
階
建
）の
二
棟
か
ら
構
成

さ
れ
、
完

成
は
二
○

一
五
年
一

一
月
を
予

定
し
て
い
る
。
�

　
本
学
は
、

「
病
め
る

人
も
障
害

を
持
つ
人

も
健
常
な

人
も
、
互

い
を
認
め

合
っ
て
暮

ら
せ
る『
共

に
生
き
る

社
会
』
の

実
現
」
と

い
う
建
学

の
精
神
の

も
と
、
「
チ

ー
ム
医
療
・

チ
ー
ム
ケ
ア
」
の
実
践
に
貢
献
し
、
国
際
都

市
成
田
市
の
立
地
特
性
を
生
か
し
、
国
際
的

な
資
質
を
備
え
海
外
で
も
活
躍
で
き
る
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
め
ざ
す
。
�

�

●夕闇の中、ミニコンサートに耳を傾ける参加者�

●成田新キャンパス校舎イメージ図�
　（入学定員340人、収容定員1360人）�

●苅始（かりそめ）の儀を行う北島学長と矢 総長�

●穿始（うがちぞめ）の儀を行う小泉市長（左）と�
　関根賢次（中）・藤田礼子（右）両副市長�

●「私たちは、国際医療福祉大学の学生であることに誇りを�
　持ち、実務実習に挑みたいと思います」�
　と宣誓を読み上げた。�

●今年で2回目となった島九段（右）と鈴木女流二段（左）の講義�

●医療・福祉・マネジメントのわかる専門職の重要性が議論されたパネルディスカッション�

　
教
養
総
合
科
目
「
将
棋
で
養
う
社
会
力
」
を

今
年
度
も
開
講
し
た
（
五
月
二
八
日
、
七
月
二

日
）。「
社
会
力
」は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
と
知
力
の
総
合
力
で
あ
り
、
本
学
が
め
ざ
す

「
共
に
生
き
る
社
会
」の
実
現
に
必
須
の
能
力

で
あ
る
。
大
学
で
の
将
棋
講
座
は
、
昨
年
度
、

本
学
が
全
国
に
さ
き
が
け
て
始
め
、
続
い
て
、

東
京
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
首
都
大
学
東
京

の
三
大
学
も

開
講
す
る
に

至
り
、
流
行

に
な
り
つ
つ

あ
る
の
は
嬉

し
い
か
ぎ
り

で
あ
る
。
�

　
今
年
度
も

公
益
社
団
法

人
日
本
将
棋

連
盟
の
島
朗

九
段
（
初
代
竜
王
）と
鈴
木
環
那
女
流
二
段
に

お
越
し
い
た
だ
き
、将
棋
技
術
講
座
、リ
レ
ー

将
棋
解
説
な
ど
、学
生
の
興
味
を
持
続
さ
せ
つ

つ
、し
っ
か
り
考
え
さ
せ
る
指
導
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
勝
負
に
お
け
る
プ
ロ
棋
士
の
考
え
方
、

気
力
の
維
持
の
仕
方
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
た
。

学
生
諸
君
の
人
生
の
糧
に
も
な
る
こ
と
と
思
う
。

佐
藤
禎
一
学
事
顧
問
、
菊
池
哲
郎
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
長
の
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
�

�

　
五
月
二
四
日
、栃
木
県
青
年
会
館
・
コ
ン
セ
ー
レ

で
医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム「
こ
れ
か
ら
の
医
療

福
祉
に
求
め
ら
れ
る
人
材
」
を
開
催
し
た
。
桃
井

眞
里
子
副
学
長
兼
医
療
福
祉
学
部
長
の
主
催
者

挨
拶
に
続
き
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
人
最
多
の

二
一
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
河
合
純
一
日
本

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会

会
長
が「
夢
へ
の
努
力
は

今
し
か
な
い
」と
い
う
テ

ー
マ
で
特
別
講
演
。
�

　
第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、栃
木

県
看
護
協
会
の
河
野
順

子
会
長
、栃
木
県
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
の
関
口

忠
雄
副
会
長
、本
学
部
卒

業
生
で
大
田
原
市
役
所

高
齢
者
幸
福
課
勤
務
の

謝
花
裕
介
さ
ん（
一
一
期

生
）、同
じ
く
国
際
医
療

福
祉
大
学
病
院
医
事
課

勤
務
の
田
島
莉
菜
さ
ん（
一
三
期
生
）が
登
壇
。

副
学
科
長
の
山
本
康
弘
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、「
医
療
、
福
祉
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
わ
か

る
専
門
職
の
重
要
性
」に
つ
い
て
討
議
し
た
。
�

　
小
林
雅
彦
学
科
長
が「
学
科
の
特
色
と
実
績
」

を
紹
介
し
た
後
、
本
学
部
の
卒
業
生
で
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
え
り
の
あ
さ
ん
の
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
。
学
生
時
代
の
話
や
歌
を
通
じ
て
福

祉
・
介
護
職
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
語
っ
た
。
�

�

　
本
学
の
北
島
政
樹
学
長
を
会
長
と
し
て
、

一
〇
月
一
七
日
〜
一
九
日
、慶
應
義
塾
大
学
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
第
六
回
日
本
ハ
ン
ガ
リ
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド
外
科
学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
ご
挨
拶（
抜
粋
）を

紹
介
し
ま
す
。�

　
日
本
ハ
ン
ガ

リ
ー
外
科
学
会

は
、こ
れ
ま
で

二
年
毎
に
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。日
本
で
の
開
催
は
、二
〇

〇
六
年
、二
〇
一
〇
年
に
続
き
、今
年
で
三
回

目
と
な
り
ま
す
。今
回
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
加

わ
る
こ
と
に
よ
り
、日
本
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、ポ
ー
ラ

ン
ド
の
三
か
国
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
形

と
な
り
ま
し
た
。�

　
本
学
会
で
は
、上
記
三
か
国
を
中
心
と
す

る
世
界
の
外
科
領
域
に
関
す
る
最
新
情
報

の
提
供
を
行
い
、相
互
の
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、世
界
中
の
外
科
に
関
す
る
諸
問

題
を
研
究
し
、診
断
・
治
療
レ
ベ
ル
の
向
上
を

め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
会
議
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
で
、臨

床
と
研
究
に
従
事
す
る
わ
が
国
の
臨
床
医
、

基
礎
研
究
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー・ポ
ー
ラ
ン
ド
の
科

学
者
と
直
接
交
流
し
、親
交
を
深
め
、多
く
の

情
報
を
得
る
と
と
も
に
、わ
が
国
か
ら
世
界
に

向
か
っ
て
、外
科
領
域
に
関
す
る
先
進
的
か
つ

実
効
的
な
研
究
成
果
を
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。�

　
六
月
一
九
日
、
大
学
構
内
の
広
場
に
て
、
国

際
保
健
・
国
際
協
力
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
集

ま
り
結
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｔ

部
主
催
に
よ
る
〝
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
〞
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
省
エ
ネ
・

エ
コ
・
自
然
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を

多
く
の
方
に
伝
え
、
ま
た
人
と
人
と
が
交
流
で

き
る
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
広
場
内
に
約
三
百
個
の
キ
ャ
ン
ド

ル
を
、
道
や
丸
、ハ
ー
ト
と
い
っ
た
形
に
な
る
よ

う
配
置
。
大
き
な
丸
の
形
を
作
り
、そ
の
中
で

は
ア
カ
ペ
ラ
・
吹

奏
楽
の
演
奏
が
行

わ
れ
た
。
キ
ャ
ン

ド
ル
の
光
の
中
で

聞
く
歌
声
・
音
色

は
と
て
も
美
し
く
、

観
客
か
ら
は
盛
大

な
拍
手
が
起
き
た
。
�

　
梅
雨
の
時
期
の

開
催
と
な
っ
た
た

め
、
直
前
ま
で
天

候
が
心
配
さ
れ
た

が
予
定
通
り
実
施
で
き
、
普
段
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
な
い
学
生
も
数
多
く
来
場
。
参
加
者

は
キ
ャ
ン
ド
ル
の
中
で
写
真
撮
影
を
楽
し
み
、

披
露
さ
れ
た
歌
声
・
音
色
に
耳
を
傾
け
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
夜
の
一
時
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
�

二
〇
一
三
年
度
�

　
二
〇
一
三
年
度
卒
業
生
の
国
家
試
験
の
結
果

は
、
小
田
原
保
健
医
療
学
部
の
三
学
科
（
看
護

学
科
・
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
）
す

べ
て
で
合
格
率
一
〇
〇
％
を
達
成
し
た（
看
護

師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
）。
理
学
療

法
学
科
は
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
三
年
連
続
で

一
〇
〇
％
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
医

療
学
部
の
言
語
聴
覚
学
科
も
一
〇
〇
％
を
（
言

語
聴
覚
士
）
達
成
し
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
学
科

で
、
全
国
合
格
率
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
�

　
合
格
者
数
に
お
い
て
も
、
多
く
の
学
科
が
四

年
制
大
学
養
成
校
の
中
で
全
国
一
位
・
二
位
を

マ
ー
ク
し
た
。
保
健
医
療
学
部
の
理
学
療
法
学

科（
理
学
療
法
士
・
合
格
者
数
九
二
人
）
、
作
業

療
法
学
科
（
作
業
療
法
士
・
合
格
者
数
七
三
人
）
、

言
語
聴
覚
学
科
（
言
語
聴
覚
士
・
合
格
者
数
七

三
人
）
が
全
国
一
位
に
、
視
機
能
療
法
学
科
（
視

能
訓
練
士
・
合
格
者
数
四
四
人
）
、
放
射
線
・

情
報
科
学
科
（
診
療
放
射
線
技
師
・
合
格
者
数

一
〇
六
人
）
、
医
療
福
祉
学
部
の
医
療
福
祉
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
精
神
保
健
福
祉
士
・
合

格
者
数
三
二
人
）
が
全
国
二
位
と
な
っ
た
。
�

　
開
学
当
初
か
ら
続
く
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

国
家
試
験
合
格
率
と
合
格
者
数
は
、
学
生
自
身

の
日
々
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
が
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
実
施
し
て
い
る
「
国
家

試
験
対
策
講
義
」
や
「
模
擬
試
験
」
、
「
個
別

指
導
」
な
ど
、
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
も
た

ら
し
た
成
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
�

（
基
礎
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
教
授
　
北
村
義
浩
）�

（
成
田
事
務
所
　
小
川
肇
、武
市
敦
史
）�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
広
報
室
 
金
井
雅
之
）�

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
准
教
授
　
中
田
健
吾
）�

（
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
中
里
愛
）�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）�

卒
業
生
国
家
試
験
報
告
�

「
医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
�

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
開
催
�

成
田
事
務
所
開
設
お
よ
び
�

成
田
看
護
学
部
、成
田
保
健
医
療
学
部
�

新
築
工
事
起
工
式
の
ご
報
告
�

教
養
総
合
科
目
�

「
将
棋
で
養
う
社
会
力
」
開
講
�

「
実
務
実
習
宣
誓
式
」
開
催
�

　
四
月
二
四
日
、
薬
学
科
で
今
年
度
の
「
実
務

実
習
宣
誓
式
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
病
院

な
ら
び
に
薬
局
で
の
実
務
実
習
が
始
ま
る
五
年

生
が
そ
の
意
義
を
理
解
し
、
本
学
の
学
生
と
し

て
の
誇
り
を
胸
に
、
医
療
人
、
社
会
人
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
、
実
務
実
習
に
真

摯
に
臨
む
決
意
を
固
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
�

　
武
田
弘
志
学
部
長
の
式
辞
に
続
き
、
本
学
の

マ
ー
ク
が
入
っ
た
白
衣
に
初
め
て
袖
を
通
す
と
、

学
生
た
ち
の
表
情
が
一
変
。
代
表
し
て
、
作
元

仁
志
さ
ん
と
古
賀
香
央
里
さ
ん
が
宣
誓
を
読
み

上
げ
た
。
北
島
政
樹
学
長
の
あ
い
さ
つ
、
旭
満

里
子
学
科
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
�

　
こ
の
式
に
は
四
年
生
が
全
員
出
席
し
、
薬

学
共
用
試
験
に
合
格
し
た
先
輩
の
姿
を
し
っ

か
り
と
目
に
焼
き
つ
け
て
こ
の
一
年
間
の
勉

学
に
臨
む
。
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

▼
�

【
成
田
事
務
所
】
�

住
所
：
成
田
市
花
崎
町
九
五
九
森
田
ビ
ル
二
階
�

電
話
番
号
：
○
四
七
六
‐
八
九
‐
一
五
○
○
�

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
○
四
七
六
‐
八
九
‐
一
五
○
一
�

：
�

：
�

：
�

IUHW Public Relations Magazine 2014.915 IUHW Public Relations Magazine 2014.9 14

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

To p i c s To p i c s

ト
ピ
ッ
ク
ス
�



　
六
月
八
日
に
当
院
で
、
が
ん
の
予
防
と
早

期
発
見
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
健
康
フ
ェ
ア
二

〇
一
四
」
を
開
催
。
三
五
○
名
超
の
来
場
者

が
あ
っ
た
。

　
開
会
式
で
は
、

蘇
原
泰
則
病

院
長
に
続
き

挨
拶
さ
れ
た

那
須
塩
原
市

の
阿
久
津
憲

二
市
長
か
ら
は
、

「
全
都
市
住

み
良
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
で
那

須
塩
原
市
が

全
国
で
九
四
位
、

栃
木
県
内
で

一
位
と
な
っ

た
こ
と
は
地
域
医
療
の
充
実
と
深
く
関
わ
っ

て
お
り
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
に
は
今

後
さ
ら
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
那
須
郡
市
医
師
会

の
江
部
寛
会
長
か
ら
も
、
「
那
須
郡
市
医
師

会
主
催
の
市
民
公
開
講
座
な
ど
で
、
が
ん
の

予
防
と
早
期
発
見
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
な
ど
と
評
価
さ

れ
た
。
�

　
午
前
の
部
で
は
、
当
院
医
師
に
よ
る
「
肺

が
ん
」
、
「
肝
臓
が
ん
」
、
「
胃
が
ん
」
、

「
前
立
腺
が
ん
」
な
ど
の
が
ん
に
関
す
る
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
午
後
の
部
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
よ
る
体
力
測
定
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
運
動
指
導
、
薬
剤
部
に
よ

る
お
薬
相
談
、
看
護
部
に
よ
る
血
圧
測
定
、

耳
鼻
咽
喉
科
に
よ
る
聴
力
検
査
、
血
管
外
科

に
よ
る
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
指
導
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
、

お
昼
の
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
本
学

学
生
の
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
や
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
、
那

須
塩
原
市
と
大

田
原
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
「
み
る

ひ
ぃ
」
、
「
与

一
く
ん
」
、
の

登
場
で
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
た
。
�

　
来
場
者
か
ら

は
、
「
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
が
大
変

参
考
に
な
り
、
今
後
も
健
診
を
続
け
よ
う
と

思
っ
た
」
、
「
体
力
測
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
非
常
に
楽
し
か

っ
た
」
、
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
�

　
当
院
は
国
立
熱
海
病
院
を
継
承
し
、二
○
○
二

年
の
開
院
以
来
、一
○
年
以
上
の
歳
月
を
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、熱
海
、湯
河
原
、伊
東

地
域
は
も
と
よ
り
、伊
豆
半
島
全
域
の
中
核
的
病

院
と
し
て
地
域
医
療
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

医
師
、看
護
師
を
は
じ
め
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
あ
た
る
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴

覚
士
、視
能
訓
練
士
な
ど
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
充
実
さ
せ
、患
者
様
に
安
心
、安
全
な
医
療
を

ご
提
供
し
、さ
ら
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、核
医

学
な
ど
最
新
の
画
像
診
断
機
器
を
導
入
す
る
な

ど
、医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
�

　
特
に
熱
海
市
は
、
六
五
歳
以
上
の
人
口
が
四

〇
％
を
超
え
て
お
り
〝
超
高
齢
化
都
市
〞
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、

小
児
人
口
は
七
％
と
極
端
に
低
く
、
文
字
通
り

「
少
子
高
齢
化
」
が
音
を
立
て
て
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
し
た
な
か
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
市
民
の
皆
様
、
行
政
の
方
々
と
も
ど
も
、
地

域
全
体
で
大
切
な
子
ど
も
の
医
療
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
力
を

尽
く
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
特
有
の
疾
患
（
高

血
圧
症
、
虚
血
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中

な
ど
）
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

大
学
病
院
と
し
て
呼
吸
器
疾
患
や
消
化
器
疾
患

か
ら
移
植
医
療
な
ど
の
先
進
医
療
ま
で
、
幅
広

い
医
療
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、

地
域
の
皆
様
の
健
康
維
持
の
た
め
に
健
診
セ
ン

タ
ー
の
充
実
も
図
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
当
院
の
特
筆
す
べ
き
特
長
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
急
性
期
病
院
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、

回
復
期
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
在

宅
医
療
ま
で
を
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
医

療
、
福
祉
の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に
予
防
医
学

（
健
診
セ
ン
タ
ー
）
の
強
化
に
も
力
を
注
い
で

医
療
、
福
祉
、
保
健
の
す
べ
て
が
整
う
よ
う
に

体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
�

　
併
せ
て
、
少
子
化
の
中
で
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
わ

が
国
の
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
地
域
医
療
の

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
つ
も
り
で
、
み
な
さ
ん
と

と
も
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
�

（
総
務
課
　
松
橋
悦
子
）�

 
当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以

下
、
リ
ハ
）
病
棟
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
一

日
に
開
設
さ
れ
た
。
一
〇
月
に
は
リ
ハ
科
医

師
が
赴
任
、
今
年
四
月
に
は
私
が
着
任
し
、

六
月
に
は
三
四
床
す

べ
て
が
利
用
で
き
る

ま
で
に
な
っ
た
。
�

　
現
在
は
ス
タ
ッ
フ
・

設
備
と
も
に
充
実
を

図
っ
て
お
り
、
急
性

期
リ
ハ
か
ら
在
宅
復

帰
ま
で
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
、
よ
り
よ

い
リ
ハ
医
療
を
ご
提

供
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
医
療
相
談
員
も
一
名
増
員
し
、
回
復
期

病
棟
入
院
患
者
様
す
べ
て
に
か
か
わ
り
、
安

心
し
て
地
域
社
会
に
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。
�

　
昨
今
、
そ
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
が
取
り
組
む
「
チ
ー
ム
医
療
・

チ
ー
ム
ケ
ア
」
に
あ
っ
て
、
リ
ハ
医
療
は
ま

さ
に
そ
の
代
名
詞
と
い
え
る
。
今
後
、
最
善

の
リ
ハ
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

学
術
的
・
教
育
的
に
も
国
際
医
療
福
祉
大
学

の
名
に
恥
じ
な
い
、
日
本
の
リ
ハ
医
療
を
牽

引
で
き
る
チ
ー
ム
を
め
ざ
し
努
力
し
て
い
く
。
�

　
二
○
一
五
年
の
年
初
に
完
成
予
定
の
新
棟

で
は
、
産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ
の
新
設
や
診
察
室
・
手
術
室
の
増
設
を

計
画
し
て
お
り
、
診
療
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
。
�

　
今
年
四
月
、
前
東
京
女
子
医
大
神
経
内
科

主
任
教
授
の
内
山
真
一
郎
医
師
を
セ
ン
タ
ー

長
に
迎
え
て
脳
血
管
セ
ン
タ
ー
を
新
設
、
介

護
医
療
対
象
疾
患
第

一
位
の
脳
卒
中
の
予

防
・
診
断
・
治
療
の

総
合
的
な
診
療
が
可

能
と
な
っ
た
。
�

　
ま
た
整
形
外
科
で

は
、
今
年
四
月
に
前

日
本
医
科
大
学
特
任

教
授
の
南
和
文
医
師
、

七
月
に
同
大
の
青
木

孝
文
医
師
と
慶
應
義
塾
大
学
の
中
村
俊
康
医

師
を
迎
え
、
三
名
の
整
形
外
科
部
長
体
制
と

な
っ
た
。
南
医
師
は
関
節
と
脊
椎
脊
髄
、
青

木
医
師
は
足
と
末
梢
神
経
障
害
、
中
村
医
師

は
手
・
肘
の
疾
患
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
と
し
、

非
常
勤
で
肩
疾
患
が
専
門
の
米
田
稔
医
師
が

着
任
し
、
全
身
の
疾
患
に
対
応
可
能
だ
。
�

　
診
療
体
制
の
充
実
と
と
も
に
隣
地
の
新
棟

工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
職
員
一
同
来

春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
準
備
に
勤
し
ん
で

い
る
。
�

　
昨
年
一
二
月
、
三
田
病
院
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証

取
得
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｉ（Joint Com

m
ission International

）

と
は
、
医
療
の
質
と
患
者
の
安
全
に
焦
点
を

当
て
た
国
際
医
療
認
証
機
関
の
こ
と
で
、国
際

的
に
高
く
評
価
さ
れ
、こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認

証
を
取
得
し
た
の
は
世

界
五
九
か
国
の
五
三
六

医
療
施
設
に
上
る
。
一
方
、

日
本
で
は
現
在
わ
ず
か

一
〇
施
設（
う
ち
病
院

は
八
施
設
）し
か
認
証

を
取
得
し
て
い
な
い
。
�

　
三
田
病
院
で
は
、今
年

四
月
に
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
掲
げ

る
一
四
章
、約
一
二
○
○

の
測
定
項
目
に
対
応
す
る
一
四
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）を
発
足
。二
か
月
間
で
既
に
三

〇
回
を
超
え
る
Ｗ
Ｇ
会
議
を
開
催
し
、病
院
の

自
己
評
価
、改
善
活
動
な
ど
、活
発
な
討
議
を

重
ね
た
。�

　
現
在
、Ｗ
Ｇ
に
は
約
一
○
○
人
に
上
る
職
員
が

参
画
す
る
が
、来
年
秋
の
本
審
査
ま
で
に
は
全
職

員
へ
の
浸
透
が
必
要
だ
。ま
た
主
要
な
メ
ン
バ
ー

を
集
め
た
コ
ア
チ
ー
ム
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
が
、七
月
の
会
議
で
は
、外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
か
ら
三
田
病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、Ｊ
Ｃ

Ｉ
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
と
評
価
さ
れ
た
。�

�

（
総
務
人
事
課
　
木
村
裕
幸
）�

　
七
月
五
日
、
当
院
で
今
年
度
最
初
と
な
る

第
一
回
市
民
公
開
講
座
を
国
際
医
療
福
祉
大

学
塩
谷
看
護
専
門
学
校
の
講
堂
を
会
場
に
開

催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
心
臓
と
血
管
の
健

康
セ
ミ
ナ
ー
」
。
当
日
は
約
二
○
○
名
の
市

民
ら
が
来
場
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
�

　
早
川
正
道
病
院
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、

第
一
部
と
し
て
循
環
器
内
科
部
長
の
稲
見
茂

信
准
教
授
が
「
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
」
と
題

し
て
講
演
。
心
疾

患
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
。
�

　
第
二
部
で
は
「
あ

な
た
の
足
は
大
丈

夫
？
」
と
題
し
、

血
管
外
科
・
外
科

部
長
の
地
引
政
利

准
教
授
が
静
脈
瘤
・

む
く
み
・
動
脈
硬

化
に
つ
い
て
、
そ

の
早
期
診
断
と
最

新
の
治
療
法
等
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
解
説
し
た
。
�

　
講
演
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
参
加
者

か
ら
相
次
い
で
質
問
が
あ
り
、
両
医
師
が
丁

寧
に
回
答
し
た
。
最
後
は
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。
�

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
　
武
原
格
）�

（
総
務
企
画
課
　
小
室
秀
明
）�

　
七
月
一
日
付
で
、当
院
の
病
院
長
が
交
代
し
た
。

新
病
院
長
は
、四
月
よ
り
当
院
の
上
席
副
病
院
長
、

医
療
局
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
横
田
俊
平
教
授
。

前
病
院
長
の
寺
岡
慧
教
授
は
、名
誉
病
院
長
お
よ

び
国
際
医
療
福
祉
大
学
常
務
理
事
に
就
任
さ
れ

た
。
横
田
新
病
院
長
の
挨
拶
を
ご
紹
介
す
る
。
�

Inst i tut ion Information Inst i tut ion Information

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
事
務
局
三
田
病
院
）�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）�

山
王
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
千
葉
地
区
）�

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
�

が
ん
の
予
防
と
早
期
発
見
を
テ
ー
マ
に
し
た
�

「
健
康
フ
ェ
ア
二
〇
一
四
」
を
開
催
�

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
�

〜
一
年
を
経
過
し
て
�

新
棟
オ
ー
プ
ン
を
控
え
�

診
療
体
制
を
充
実
�

Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
取
得
に
向
け
た
�

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
�

「
心
臓
と
血
管
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
�

　
を
開
催
�

IUHW Public Relations Magazine 2014.9

●体力測定などの体験型イベントも大いに盛り上がった�

●血管外科のセミナーに熱心に聞き入る参加者�●リハをテーマにしたけんこう教室を開催。ニーズの高さが伺えた�

●第4回ＪＣＩコアチーム会議�

●新棟完成予想図�

●講堂は約200名の来場者で埋まった�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
／
山
王
病
院
／
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
�

病
院
長
交
代
の
お
知
ら
せ
�

横
田
俊
平
�

横
浜
市
立
大
学
卒
、医
学
博
士
。
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
。�

前
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
小
児
科
教
授
・
同
大
学
院
医
学
研
究
科

教
授
・
同
大
学
医
学
部
長
、前
日
本
小
児
科
学
会
理
事
長
。�

日
本
小
児
科
学
会
認
定
指
導
医
・
小
児
科
専
門
医
、日
本
リ
ウ
マ
チ

学
会
認
定
指
導
医
・
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
、日
本
感
染
症
学
会
認
定
指

導
医
・
感
染
症
専
門
医
、日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
。�

�

よ
こ
た
・
し
ゅ
ん
ぺ
い
�

●�



▼ �

　
大
学
院
留
学
の
き
っ
か
け
は
、二
〇
〇
八
年
に
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
たE

uropean C
ollege 

of Sports Science

と
い
う
学
会
に
参
加
し
た
こ

と
で
し
た
。当
時
、私
は
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
部
の
助
手
と
し
て
主
に
サ
ッ
カ
ー
選
手
の

障
害
予
防
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
臨
床

と
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。初
め
て
参
加
し
た
こ
の

学
会
で
、当
時
在
籍
し
て
い
た
国
際
医
療
福
祉
大

学
大
学
院
修
士
課
程
の
研
究
報
告
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、全
く
英

語
を
話
せ
な
か

っ
た
の
で
質
疑
応

答
で
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。ま
た
、

理
学
療
法
分
野

に
お
い
て
、将
来

的
に
グ
ロ
ー
バ
ル

に
捉
え
る
必
要

性
を
痛
感
し
、

世
界
の
理
学
療

法
教
育
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
し

た
。帰
国
後
す
ぐ
に
、当
時
関
心
の
あ
っ
た
徒
手
療

法
の
臨
床
系
大
学
院
を
探
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

妻
と
子
供
二
人
を
連
れ
て
留
学
し
、深
夜
の
清
掃

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
約
二
年
間
語
学
学
校
へ

通
い
、よ
う
や
く
オ
タ
ゴ
大
学
の
臨
床
系
大
学
院

（
整
形
徒
手
療
法
）に
入
学
で
き
ま
し
た
。ま
ず
半

年
間
は
、解
剖
学
実
習
や
講
義
、ま
た
徒
手
療
法

の
実
技
練
習
や
そ
れ
ら
に
関
す
る
エッ
セ
イ
の
提
出

な
ど
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
半
年
間
は
、

大
学
附
属
の
ク
リ
ニッ
ク
で
臨
床
実
習
を
行
い
、前

期
で
履
修
し
た
内
容
を
実
際
の
患
者
様
へ
の
評
価
・

治
療
を
通
し
て
応
用
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
し

学
習
し
ま
し
た
。�

　
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、医
療
従
事
者
の
社
会
的

認
知
度
の
高
さ
で
す
。日
本
で
は
通
常
、医
師
が
行

う
診
断
を
こ
ち
ら
で
は
理
学
療
法
士
が
担
当
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。初
回
の
患
者
様
は
問
診
・

検
査
・
評
価
に
一
時
間
弱
を
か
け
て
確
定
診
断
を

行
い
、そ
の
診
断
結
果
を
も
と
に
医
療
保
険
を
申

請
し
ま
す
。そ
の
た
め
、海
外
の
学
部
レ
ベ
ル
の
理

学
療
法
教
育
は
評
価
・
診
断
学
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、大
学
院
は
主
に
治
療
技
術
の

向
上
に
主
眼
を
置
い
た
臨
床
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
に

な
り
、講
義
や
実
技
練
習
、臨
床
実
習
を
通
し
て

骨
関
節
系
疾
患
に
関
す
る
体
系
化
さ
れ
た
包
括

的
な
理
学
療
法
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
び
ま
す
。�

　
昨
年
末
帰
国
後
、地
元
神
奈
川
県
の
整
形
外

科
ク
リ
ニッ
ク
で
臨
床
を
経
験
し
、本
年
四
月
よ
り

小
田
原
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
の
教
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、ス
ポ
ー
ツ
お
よ

び
骨
関
節
系
理
学
療
法
分
野
に
お
い
て
将
来
的

に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
理
学
療
法
士
が
増
員

で
き
る
よ
う
に
、臨
床
・
教
育
・
研
究
分
野
で
世
界

と
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
な
が
ら
活
動
し
た
い
と
思
い

ま
す
。大
学
院
留
学
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是

非
、そ
の
想
い
を
行
動
に
移
し
て
く
だ
さ
い
。困
難

も
あ
り
ま
す
が
、医
療
従
事
者
と
し
て
人
間
と
し

て
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。大
学

院
留
学
は
自
分
ひ
と
り
の
決
断
と
努
力
だ
け
で
な

く
、家
族
、友
人
、上
司
、職
場
の
仲
間
な
ど
の
支

え
が
必
要
で
す
。同
窓
会「
マ
ロ
ニ
エ
会
」海
外
留

学
奨
学
制
度
は
、そ
ん
な
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

後
押
し
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。�
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●ホームページはこちら：http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/�
●Facebookはこちら：https://www.facebook.com/iuhwgs�
●Twitterはこちら：https://twitter.com/iuhw_grad

③同時双方向�
　遠隔授業�

　
英
語
も
ろ

く
に
で
き
な

い
状
態
で
ア

メ
リ
カ
に
来

て
五
年
弱
、

大
学
院
に
入

っ
て
二
年
半
、一

生
懸
命
の
毎

日
で
し
た
。課
題
に
追
わ
れ
、周
り
が
見
え
な
く
な

り
自
分
を
見
失
い
そ
う
に
な
っ
た
一
年
前
。す
ば
ら

し
い
同
期
生
、先
生
方
に
支
え
ら
れ
て
な
ん
と
か
乗

り
切
れ
ま
し
た
。国
際
医
療
福
祉
大
学
の
奨
学
金
、

友
人
、恩
師
、家
族
に
た
く
さ
ん
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。国
家
試
験
に
合
格
し
、就
職
先
も
得
て
、

修
士
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
私
が
初
め
て
海
外
に
行
っ
た
の
は
、大
学
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
で
し
た
。軽
い
気
持
ち
で
参
加
し

ま
し
た
が
、言
葉
や
文
化
の
違
い
、医
療
福
祉
制
度

の
違
い
を
学
び
な
が
ら
強
い
刺
激
を
受
け
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。海
外
留
学
に
興
味
の
あ
る
在
学

生
は
、ぜ
ひ
大
学
の
海
外
研
修
に
参
加
さ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。研
修
先
に
医
療
先
進
国
が

加
わ
る
と
、目
標
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。�

　
こ
ち
ら
の
大
学
院
受
験
に
は
、英
語
の
試
験
と

大
学
時
の
成
績
が
重
要
で
す
。留
学
に
何
が
必
要

に
な
る
か
は
事
前
に
知
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。な

に
よ
り
、お
金
が
か
か
り
ま
す
。同
窓
会
の
奨
学
金

制
度
は
ぜ
ひ
利
用
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。�

　
今
後
は
、両
国
の
養
成
校
を
出
て
資
格
を
取
得

し
、両
国
の
臨
床
経
験
が
あ
る
私
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。言
語
障
害
に
つ
い
て
の
啓

蒙
活
動
、日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
言
語
療
法
、言
語
療
法

士
間
の
情
報
交
換
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら
大
学
院
留

学
を
め
ざ
す
人
を
応
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
仕
事
に
慣
れ
て
言
語
療
法
士
の
フ
ェロ
ー
シ
ッ

プ
を
一
年
間
で
終
え
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
。�

　
私
は
言
語
療
法
の
仕
事
が
大
好
き
で
す
。言
葉

や
住
む
場
所
が
違
っ
て
も
、思
い
を
伝
え
た
り
理
解

し
た
り
す
る
こ
と
、そ
れ
か
ら
、お
い
し
く
安
全
に

食
べ
る
こ
と
を
支
え
る
仕
事
の
や
り
が
い
は
変
り
ま

せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
、英
語
、言
語
療
法
、そ
し
て
日

本
語
を
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
海
外
留
学
奨
学
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？
�

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
、田
宮
愛
さ
ん
が
五
月
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
フ
ラ
ト
ン
校

の
言
語
療
法
学
科
修
士
課
程
を
修
了
し
て
ア
メ

リ
カ
の
言
語
聴
覚
士
の
免
許（
C
F
‐
S
L
P
）を

取
得
し
ま
し
た
。
同
様
に
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

オ
タ
ゴ
大
学
大
学
院
に
留
学
し
た
宮
森
隆
行
さ

ん
は
、八
月
に
修
士
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。
ふ

た
り
か
ら
、今
後
の
目
標
や
留
学
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

�
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●オタゴ大学附属スポーツ理学療法クリニックにて�

●学位授与式でスーパーバイザーと�
　共に喜ぶ田宮さん�

宮
森
　
隆
行
さ
ん
�

田
宮
　
愛
さ
ん
�

海
外
留
学
を
め
ざ
す
同
窓
生
の
皆
さ
ん
へ
�

Vol.4

 IU
H
W
 A
lu
m
n
i A
sso
cia
tio
n
 R
ep
o
rt

IUHW Alumni Association Report

　
ア
メ
リ
カ
で
の
仕
事
の
内
容
や
留
学
の
内
容
な
ど
、田

宮
さ
ん
に
質
問
が
あ
る
卒
業
生
は
同
窓
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
言
語
療
法
だ
け
で
な
く
、理
学
療
法
や
作
業

療
法
に
関
す
る
こ
と
も
田
宮
さ
ん
に
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
�

h
ttp
://m
aro
n
ie.iu

h
w
.ac.jp

/

本
学
理
学
療
法
学
科
卒
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
講
師
�

本
学
言
語
聴
覚
障
害（
現
言
語
聴
覚
）学
科
卒
、�

同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
�



姉も本学の卒業生。地元で言語聴覚士として働いています。�

学生�
投稿�
ページ�
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中津川さんの部屋はリビングがゆったりの13畳。野球部の先輩やア
ルバイト先がいっしょの先輩がもう何度も遊びにきました。片道20分
の自転車通学は行きに上り坂が２か所。夏は汗びっしょりです。�

近くに友だちがいるから、もう、ひとり暮らしを楽しんでいます！�

今回は1年生のアパートから新生活をレポートします。�
ひとり暮らしと大学の勉強…初めての経験が重なるなかで、�
みんな、たくましく大学生活をスタートさせていました。�
友だちのこと、勉強のこと、さらには、自慢のレシピも紹介してくれました。�

１年生の新生活レポート�
～私たちの第一歩！～�

今日のふたりの合作メニューはこれ！�

おすすめパスタは塩こんぶがポイント！�

家に帰ったら食べたいものは、�
何と言っても母の手料理です。�
（本当に何でもおいしい）。�
それと、我が家では、�
ビーフハヤシライスは必ず父が作ります。�

　姉がこちらで暮らしていたときに、親といっしょに
姉のアパートに来たことがあったので、大田原の様

子は少しだけど知っていました。
ひとり暮らしも、料理は初
めから抵抗はありませ
んでしたが、光熱費の

感覚がわからず、どのく
らい使っていいのかわか
りませんでした。�
　大学の勉強は、内容も
やり方も初めてのことばか
りで、まだとまどっています。
そんな状態なので、他の人が勉強しているとあせ
ったりもします。作業療法と理学療法の違いにつ
いて、大学に入ってからわかってきた部分もありま
すが、これまで頭で想像していたことが、少しずつ
現実になってきている感じがしています。�

　もちろん、国家試験に向けた勉強の方法�
も気がかりです。いざという時、力になって�
くれる先輩たちとは、これからずっといろい�
ろな形で交流していきたいと思います。�

●ハンバーグ�

●トマトスープ�

●サラダ�

合挽き肉、たまねぎのみじん切り（炒めておく）、
パン粉、塩コショウ、それと、おろしたじゃがいもを
こねて、形を整えて焼く。�
ソースは、フライパンで醤油、みりん、料理酒を軽
く煮詰めて和風に。�

刻んだニンニクと鷹の爪をオリーブオイルで炒める。
香りが出てきたらベーコンを軽く炒めて、茹でたスパ
ゲティをあえる。途中で水分が少なくなってきたら、ス
パゲティを茹でた湯をスプーンで少しずつ足すと、いっ
しょに塩味も加わります。最後に市販の「きざみ塩こ
んぶ」を入れてできあがり。バジルを振って仕上げます。�
�

カットトマト缶と水をベースに、具はたまねぎとベ
ーコンのみじん切り。味付けはコンソメ、にんにく、
オリーブオイル。パセリの緑でアクセントを。�

ゆでたじゃがいもをつぶして塩コショウを合わせる。
にんじんのグラッセは軽く下茹でしたにんじんを
バターと砂糖で煮詰める。�
キャベツときゅうりはお好みのドレッシングで。�

和田さんが住んでいるのは大田原市街中心部のセキュリティのしっかり
したアパート。近くの同級生、佐竹さんが取材に協力してくれました。買
物は自転車でどこにでもいける生活至便な場所。ふたりともバス通学です。�

家に帰ったら食べたいものは、�
和田さん：母の煮物（肉じゃがとか）と�
　　　　調理師だった祖母の料理�
佐竹さん：母の卵焼き！�

　ひとり暮らしにはすんなり入れました。家にい
るときからあたりまえのように手伝っていたので、
料理にも特に抵抗はありませんでした。�
　わたしたちは、小さいころから眼科に通うこと
が多かったので、自然と視能訓練士をめざすよ

うになっていました。でも、

高校では、先生も友だちも�
視能訓練士のことを知らなかったのが残念。�
　勉強は、今はまだ高校の復習が主体です。
たまに専門的なことが出てくると、大学で勉強
していることを実感して、もっといろいろなこと
を知りたいと思います。でも、先輩からは、「今
のうちに遊んでおいたほうがいいよ」と言われ
ています。�
　遊ぶのはたいていお互いの家。夜、お風呂
をすませてから５人くらい集って、失敗のない
ギョーザ鍋を囲むことが多いです。宇都宮に
は１回行ったけど、まだ那須には行ってないん
です。�

手放せない分身を
持っている人も多い
はず。和田さんの場
合は高校１年生の
ときから使っている
カエルのペンケース。�

誕生日に友だちから
もらった手書きメッセ
ージ入りのＴシャツ。�

保健医療学部 視機能療法学科１年�

和田菜々子さん（左）★�
静岡県 日本大学三島高校出身�

佐竹可子さん（右）�
青森県立八戸北高校出身�

保健医療学部 作業療法学科１年�
（左から）�
新妻凌さん�
福島県立いわき光洋高校出身�

中津川泰生さん★�
宮城県古川高校出身�

関聖史さん�
山形県 日本大学山形高校出身�

木村修豪さん�
群馬県立高崎北高校出身�

撮影：和田さん�

取材日：7月30日�

取材日：7月11日�


